
(57)【要約】

【課題】　動画像の視認性が損なわれるのを防止できる

超音波診断装置を実現する。

【解決手段】　超音波診断装置は、探触子１０に駆動信

号を出力すると共に探触子１０から出力される反射エコ

ー信号を受信する送受信部１２と、画像処理部１４と、

画像メモリ１６と、画像メモリ１６に記憶された超音波

像データ群を動画像として再生させる動画処理部１８と

を備え、動画処理部１８は、動画再生能力を支配する動

画データ因子を設定する設定処理手段３０と、設定処理

手段３０により設定された動画データ因子に基づき、画

像処理部１４又は画像メモリ１６から出力される超音波

像データ群の動画データ因子を可変して超音波像データ

群を動画記憶手段３２に記憶させる記憶制御手段３４を

有し、動画記憶手段３２から超音波像データ群を読み出

して表示部２２に表示させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 と の 間 で 超 音 波 を 送 受 す る 探 触 子 に 駆 動 信 号 を 出 力 す る と 共 に 前 記 探 触 子 か ら 出
力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 送 受 信 部 と 、 該 送 受 信 部 か ら 時 間 的 に ず れ て 出 力 さ れ
る 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 複 数 の 超 音 波 像 デ ー タ を 再 構 成 す る 画 像 処 理 部 と 、 再 構 成 さ れ
た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 記 憶 す る 画 像 メ モ リ と 、 記 憶 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 像 と し
て 再 生 さ せ る 動 画 処 理 部 と を 備 え 、
　 前 記 動 画 処 理 部 は 、 動 画 再 生 能 力 を 支 配 す る 動 画 デ ー タ 因 子 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 該
設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 前 記 動 画 デ ー タ 因 子 に 基 づ き 、 前 記 画 像 処 理 部 又 は 前 記 画 像 メ
モ リ か ら 出 力 さ れ る 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 を 可 変 し て 該 超 音 波 像 デ ー タ 群 を
動 画 記 憶 部 に 記 憶 さ せ る 記 憶 制 御 手 段 を 有 し 、 前 記 動 画 記 憶 部 か ら 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群
を 読 み 出 し て 表 示 部 に 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 動 画 デ ー タ 因 子 は 、 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 の １ 画 像 あ た り の デ ー タ サ イ ズ 、 前 記 超
音 波 像 デ ー タ 群 を 前 記 表 示 部 に 表 示 さ せ る 表 示 レ ー ト 、 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 前 記 表 示
部 に 表 示 さ せ る 表 示 時 間 、 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 の デ ー タ 圧 縮 率 の 少 な く と も １ つ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 記 憶 制 御 手 段 は 、 撮 像 部 位 の 特 性 に 応 じ て 、 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因
子 に 優 先 順 位 を 付 与 し 、 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 が 前 記 設 定 手 段 の 動 画 デ
ー タ 因 子 よ り も 大 き い と き 、 前 記 優 先 順 位 が 低 い 順 に 前 記 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ
因 子 を 設 定 範 囲 で 小 さ く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 動 画 像 を 表 示 す る の に 好 適 な 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 探 触 子 を 介 し て 被 検 体 に 超 音 波 を 照 射 す る と 共 に 、 被 検 体 か ら 発 生
す る 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 し 、 受 信 し た 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 超 音 波 像 デ ー タ （ 例 え ば
、 Ｂ モ ー ド 像 デ ー タ 、 Ｍ モ ー ド 像 デ ー タ ） を 再 構 成 し て 表 示 部 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 リ ア ル タ イ ム に 次 々 に 撮 像 さ れ る 超 音 波 像 デ ー
タ を 記 憶 部 （ 例 え ば 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ） に 記 憶 し 、 記 憶 さ れ た 複 数 の 超 音 波 像 デ ー タ を 順
に 読 み 出 し て 比 較 的 高 い 表 示 レ ー ト （ 例 え ば 、 ３ ０ フ レ ー ム ／ 秒 ） で 表 示 さ せ る こ と に よ
り 、 撮 像 部 位 の 動 き （ 例 え ば 、 心 臓 の 動 き ） に 追 従 し た 動 画 像 を 再 生 す る こ と が 行 わ れ る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ ５ ６ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 動 画 像 を 表 示 さ せ る 処 理 は 、 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 行 う の が 一 般 的 で
あ る が 、 コ ン ピ ュ ー タ で は 、 記 憶 部 の 読 出 し 速 度 や 、 記 憶 部 か ら 表 示 部 へ の デ ー タ 転 送 バ
ス 容 量 、 或 い は 、 記 憶 部 や 表 示 部 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ の 処 理 能 力 な ど に 起 因 し て 、 動 画 再 生
能 力 が 制 限 さ れ る こ と が あ る 。 そ の 場 合 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 比 較
的 高 い 表 示 レ ー ト で 表 示 さ せ よ う と す る と 、 い く つ か の 超 音 波 像 デ ー タ が 欠 落 す る 、 い わ
ゆ る ド ロ ッ プ フ レ ー ム が 生 じ る こ と が あ る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 動 画 像 が 一 時 的 に 停 止 す る
な ど 、 視 認 性 を 損 な う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 動 画 像 の 視 認 性 が 損 な わ れ る の を 防 止 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す る こ と
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に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 被 検 体 と の 間 で 超 音 波 を 送 受 す
る 探 触 子 に 駆 動 信 号 を 出 力 す る と 共 に 探 触 子 か ら 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 送
受 信 部 と 、 該 送 受 信 部 か ら 時 間 的 に ず れ て 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 複 数 の 超 音
波 像 デ ー タ を 再 構 成 す る 画 像 処 理 部 と 、 再 構 成 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 記 憶 す る 画 像 メ
モ リ と 、 記 憶 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 像 と し て 再 生 さ せ る 動 画 処 理 部 と を 備 え 、 動
画 処 理 部 は 、 動 画 再 生 能 力 を 支 配 す る 動 画 デ ー タ 因 子 を 設 定 す る 設 定 手 段 と 、 設 定 手 段 に
よ り 設 定 さ れ た 動 画 デ ー タ 因 子 に 基 づ き 、 画 像 処 理 部 又 は 画 像 メ モ リ か ら 出 力 さ れ る 超 音
波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 を 可 変 し て 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 記 憶 部 に 記 憶 さ せ る 記
憶 制 御 手 段 を 有 し 、 動 画 記 憶 部 か ら 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 読 み 出 し て 表 示 部 に 表 示 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 動 画 再 生 能 力 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 使 用 率 、 デ ー タ 転 送 バ ス 容 量 、 記 憶 部 の 読 出 し 速
度 な ど の 装 置 の 処 理 能 力 に よ り 制 限 さ れ る 。 そ の 動 画 再 生 能 力 を 超 え て 動 画 像 を 表 示 さ せ
よ う と す る と ド ロ ッ プ フ レ ー ム が 生 じ る 。 そ こ で 、 ド ロ ッ プ フ レ ー ム が 生 じ た 時 の 動 画 再
生 能 力 を 、 そ の と き の 動 画 デ ー タ 因 子 （ 例 え ば 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の １ 画 像 あ た り の デ ー
タ サ イ ズ 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 に 表 示 さ せ る 表 示 レ ー ト 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示
部 に 表 示 さ せ る 表 示 時 間 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の デ ー タ 圧 縮 率 ） に 関 連 付 け て 計 測 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 計 測 し た 動 画 再 生 能 力 よ り も 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 像 の 再 生 処 理 の 負 荷 が 小
さ く な る よ う に 、 画 像 メ モ リ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 読 み 出 し て 動 画 記 憶 部 に 記 録 す る に 際
し て 、 そ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 を 可 変 す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 像 デ ー タ
群 の 動 画 像 の 再 生 処 理 は 、 動 画 再 生 能 力 を 超 え な い よ う に 制 限 さ れ る こ と に な る か ら 、 動
画 再 生 中 の ド ロ ッ プ フ レ ー ム の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 に 、 超 音 波 診 断 に お い て は 、 撮 像 部 位 が 動 き を 伴 う と き は 、 そ の 動 き に
追 従 す る よ う に 画 像 の 表 示 レ ー ト を 高 く す る の が 望 ま し い 。 一 方 、 動 き を あ ま り 伴 わ な い
と き は 、 表 示 レ ー ト よ り も 表 示 画 像 の 鮮 明 度 を 高 く す る の が 望 ま し い 。 そ こ で 、 上 述 の 記
憶 制 御 手 段 に よ り 、 撮 像 部 位 の 特 性 に 応 じ て 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 に 優 先
順 位 を 付 与 し 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 が 設 定 手 段 の 動 画 デ ー タ 因 子 よ り も 大
き い と き 、 優 先 順 位 が 低 い 順 に 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 を 設 定 範 囲 で 小 さ く す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 、 動 き を 伴 う 部 位 （ 例 え ば 、 心 臓 や 血 管 な ど の 循 環 器 系 ） を 撮 像 す る と き は 、 表
示 レ ー ト を 比 較 的 高 く 維 持 し つ つ 超 音 波 像 デ ー タ を 圧 縮 す る こ と に よ り 、 心 臓 の 動 き に 追
従 し た 動 画 像 を 表 示 で き る 。 一 方 、 動 き を あ ま り 伴 わ な い 部 位 （ 例 え ば 、 腹 部 に 生 じ た 肝
臓 癌 な ど ） を 撮 像 す る と き に は 、 例 え ば 超 音 波 像 デ ー タ を 圧 縮 せ ず に 表 示 レ ー ト を 低 く す
る こ と に よ り 、 表 示 画 像 に ボ ケ な ど が 生 じ る こ と を 抑 制 で き 、 撮 像 部 位 の 微 細 構 造 を 視 認
す る こ と が 容 易 に な る 。 な お 、 デ ー タ 圧 縮 率 と は 、 圧 縮 後 の 画 像 デ ー タ 量 を 原 画 像 の 画 像
デ ー タ 量 で 除 し た 割 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 撮 像 部 位 が 動 き を 伴 う か 否 か に つ い て は 、 操 作 者 が 入 力 設 定 す れ ば よ い が 、 自 動
判 定 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 送 受 信 部 か ら 時 間 的 に ず れ て 出 力 さ れ る 各 反 射 エ コ ー 信
号 の 相 関 値 や 、 時 間 的 に ず れ て 撮 像 さ れ た 各 超 音 波 像 デ ー タ の 輝 度 の 相 関 値 を 求 め る 。 求
め た 相 関 値 が 閾 値 を 一 定 時 間 超 え る と き 、 撮 像 部 位 が 動 き を 伴 う 部 位 で あ る と 判 定 し 、 相
関 値 が 閾 値 よ り も 小 さ い と き は 、 動 き を ほ と ん ど 伴 わ な い 部 位 で あ る と 判 定 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 動 画 像 の 視 認 性 が 損 な わ れ る の を 防 止 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ） 　 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 図 １
及 び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 像 デ ー タ を 取 得 す る 撮 像 処 理 系 と 、 取 得
さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 像 と し て 再 生 す る 表 示 処 理 系 に 大 別 さ れ る 。 撮 像 処 理 系 は
、 被 検 体 と の 間 で 超 音 波 を 送 受 す る 探 触 子 １ ０ に 駆 動 信 号 を 出 力 す る と 共 に 探 触 子 １ ０ か
ら 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 送 受 信 部 １ ２ と 、 送 受 信 部 １ ２ か ら 時 間 的 に ず れ
て 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ き 複 数 の 超 音 波 像 デ ー タ （ 例 え ば 、 Ｂ モ ー ド 像 デ ー タ
、 Ｍ モ ー ド 像 デ ー タ ） を 再 構 成 す る 画 像 処 理 部 １ ４ と 、 再 構 成 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を
記 憶 す る 画 像 メ モ リ １ ６ を 備 え て い る 。 な お 、 送 受 信 部 １ ２ 、 画 像 処 理 部 １ ４ 、 画 像 メ モ
リ １ ６ を 制 御 す る 制 御 部 １ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 表 示 処 理 系 は 、 画 像 メ モ リ １ ６ に 記 憶 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 像 と し て 表 示 さ せ
る 動 画 処 理 部 １ ８ を 備 え て い る 。 動 画 処 理 部 １ ８ は 、 画 像 メ モ リ １ ６ か ら 超 音 波 像 デ ー タ
群 を 読 出 し 、 読 み 出 し た 超 音 波 像 デ ー タ を デ ー タ 転 送 バ ス ２ ０ を 介 し て 表 示 部 ２ ２ に 出 力
す る 。 表 示 部 ２ ２ は 、 動 画 処 理 部 １ ８ か ら 出 力 さ れ る 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 一 時 的 に 記 憶 す
る ビ デ オ メ モ リ ２ ４ と 、 ビ デ オ メ モ リ ２ ４ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 す る デ ィ ス プ レ イ ２
６ を 有 し て い る 。 な お 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ は 、 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 入 力 さ れ た パ ラ メ
ー タ や コ メ ン ト な ど の 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク ス も 表 示 す る 。 ま た 、 動 画 処 理 部 １ ８ 、 表 示 部
２ ２ な ど に デ ー タ 転 送 バ ス ２ ０ を 介 し て 制 御 指 令 を 出 力 す る Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Control Un
it） ２ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 特 徴 に 係 る 動 画 処 理 部 １ ８ は 、 動 画 再 生 能 力 を 支 配 す る 動 画 デ ー タ 因 子 を 設 定
す る 設 定 手 段 と し て の 設 定 処 理 手 段 ３ ０ と 、 設 定 処 理 手 段 ３ ０ に よ り 設 定 さ れ た 動 画 デ ー
タ 因 子 に 基 づ き 、 画 像 メ モ リ １ ６ か ら 出 力 さ れ る 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 を 可
変 し て 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ に 記 憶 さ せ る 記 憶 制 御 手 段 ３ ４ を 有 し て い る 。 ま た 、 動 画 処 理 部
１ ８ に 、 キ ー ボ ー ド や ポ イ ン テ ィ ン グ デ ィ バ イ ス を 有 す る 操 作 パ ネ ル ３ ６ が 接 続 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 動 画 デ ー タ 因 子 と は 、 例 え ば 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の １ 画 像 あ た り の デ ー タ サ
イ ズ （ バ イ ト ） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 ２ ２ に 表 示 さ せ る 表 示 レ ー ト （ フ レ ー ム ／ 秒
） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 ２ ２ に 表 示 さ せ る 表 示 時 間 （ 秒 ） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の デ
ー タ 圧 縮 率 （ ％ ） で あ る 。 デ ー タ サ イ ズ は 、 １ 画 像 の 幅 （ ピ ク セ ル ） と 高 さ （ ピ ク セ ル ）
と 色 深 度 （ バ イ ト ／ ピ ク セ ル ） を 乗 算 し た も の で あ る 。 デ ー タ 圧 縮 率 と は 、 圧 縮 さ れ た 圧
縮 後 の 画 像 デ ー タ 量 を 原 画 像 の 画 像 デ ー タ 量 で 除 し た 割 合 で あ る 。 要 す る に 、 動 画 デ ー タ
因 子 と し て は 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 再 生 の 処 理 負 荷 に 影 響 を 与 え る パ ラ メ ー タ を 用 い
れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 記 憶 制 御 手 段 ３ ４ は 、 画 像 処 理 部 １ ４ か ら 出 力 さ れ る 超 音 波 像 デ ー タ を 動 画 記 憶
手 段 ３ ２ に 記 憶 さ せ る よ う に し て も よ い 。 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ と し て は 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ Static
 Random Access Memory） や Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Access Memory） を 用 い て も よ い し 、 ハ ー
ド デ ィ ス ク や Ｃ Ｄ － Ｒ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ な ど を 用 い て も よ い
。 ま た 、 制 御 部 １ ７ と Ｃ Ｐ Ｕ ２ ８ を １ つ の 制 御 手 段 と し て 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 説 明 の
便 宜 上 、 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ を 動 画 処 理 部 １ ８ に 有 し た 構 成 を 説 明 す る が 、 画 像 メ モ リ １ ６
や ビ デ オ メ モ リ ２ ４ の 記 憶 領 域 の 一 部 と し て 確 保 し て も よ い 。 ま た 、 圧 縮 方 式 と し て Ｊ Ｐ
Ｅ Ｇ （ Joint Photographic Experts Group） を 用 い る こ と に よ り 、 デ ー タ 圧 縮 率 を 例 え ば
２ ． ５ ～ １ ０ ％ に し て も よ い し 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ (Moving Picture Experts Group)な ど 他 の 圧 縮
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方 式 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 超 音 波 診 断 装 置 の 基 本 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 被 検 体 に 探 触 子 １
０ を 接 触 さ せ る 。 次 い で 、 制 御 部 １ ７ の 指 令 に 応 じ て 、 送 受 信 部 １ ２ か ら 探 触 子 １ ０ に 駆
動 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 探 触 子 １ ０ か ら 撮 像 部 位 （ 例 え ば 、 心 臓 ） に 超 音 波
が 送 波 さ れ る 。 撮 像 部 位 に よ り 反 射 さ れ た 超 音 波 は 、 探 触 子 １ ０ に 反 射 エ コ ー 信 号 と し て
受 波 さ れ る 。 受 波 さ れ た 反 射 エ コ ー 信 号 は 、 送 受 信 部 １ ２ に よ り ア ナ ロ グ デ ィ ジ タ ル 変 換
や 整 相 加 算 処 理 が 施 さ れ る 。 送 受 信 部 １ ２ か ら 出 力 さ れ た １ 次 元 の 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ
い て 、 画 像 処 理 部 １ ４ に よ り ２ 次 元 の 超 音 波 像 デ ー タ が 再 構 成 さ れ る 。 再 構 成 さ れ た 超 音
波 像 デ ー タ は 、 画 像 メ モ リ １ ６ に 記 憶 さ れ る 。 こ の よ う な 動 画 が 所 定 間 隔 で 繰 り 返 さ れ る
こ と に よ り 、 時 間 的 に ず れ て 撮 像 さ れ た 複 数 の 超 音 波 像 デ ー タ が 画 像 メ モ リ １ ６ に 記 憶 さ
れ る 。 そ し て 、 画 像 メ モ リ １ ６ か ら 超 音 波 像 デ ー タ 群 が 、 動 画 処 理 部 １ ８ に よ り 読 み 出 さ
れ て 表 示 部 ２ ２ に 順 次 出 力 さ れ る こ と に よ っ て 、 撮 像 部 位 の 動 画 像 が 表 示 部 ２ ２ に 再 生 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 動 画 処 理 部 １ ８ の 制 御 に つ い て 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 動
画 処 理 部 １ ８ の 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 本 発 明 の 制 御 を 行 う 前 に 、 画 像
メ モ リ １ ６ に 記 憶 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 ２ ２ に 動 画 像 と し て 表 示 さ せ る 。 表 示
さ れ た 動 画 像 が 一 時 的 に 停 止 す る な ど 、 い く つ か の 超 音 波 像 デ ー タ が 欠 落 す る ド ロ ッ プ フ
レ ー ム が 発 生 し た と き 、 そ の と き の 表 示 処 理 系 の 動 画 再 生 能 力 Ａ を 自 動 又 は 操 作 パ ネ ル ３
６ を 介 し て 動 画 デ ー タ 因 子 Ｓ に 関 連 付 け て 計 測 す る 。 動 画 デ ー タ 因 子 Ｓ と は 、 超 音 波 像 デ
ー タ 群 の １ 画 像 あ た り の デ ー タ 表 示 サ イ ズ （ バ イ ト ） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 ２ ２ に
表 示 さ せ る 表 示 レ ー ト （ フ レ ー ム ／ 秒 ） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 表 示 部 ２ ２ に 表 示 さ せ る 表
示 時 間 （ 秒 ） 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の デ ー タ 圧 縮 率 （ ％ ） で あ る 。 計 測 さ れ た 動 画 再 生 能 力
Ａ は 、 例 え ば フ ァ イ ル サ イ ズ 上 限 値 と し て 数 値 化 さ れ て 記 憶 制 御 手 段 ３ ４ に 保 持 さ れ る 。
こ の フ ァ イ ル サ イ ズ 上 限 値 は 、 各 動 画 デ ー タ 因 子 Ｓ を 乗 算 す る こ と に よ り 求 め ら れ る 。 要
す る に 、 動 画 再 生 能 力 を 客 観 的 に 判 断 可 能 に 数 値 化 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 操 作 者 に よ り 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 記 録 条 件 （ 以 下 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ と い う
。 ） が 入 力 さ れ 、 入 力 さ れ た 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ が 設 定 処 理 手 段 ３ ０ に よ り 設 定 さ れ る 。 例
え ば 、 画 像 メ モ リ １ ６ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ に 記 憶 す る に 際 し て 、 心 臓
の 撮 像 に 適 す る よ う に 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の １ 画 像 あ た り の デ ー タ 記 録 サ イ ズ （ バ イ ト ）
、 記 録 レ ー ト （ 例 え ば 、 ６ ～ ３ ０ フ レ ー ム ／ 秒 ） 、 記 録 時 間 （ 例 え ば 、 １ ～ １ ２ ０ 秒 ） 、
デ ー タ 圧 縮 率 （ 例 え ば 、 ２ ． ５ ～ １ ０ ％ ） が 入 力 設 定 さ れ る 。 こ こ で 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ
の デ ー タ 記 録 サ イ ズ は 動 画 デ ー タ 因 子 Ｓ の デ ー タ 表 示 サ イ ズ に 対 応 し 、 同 様 に 、 記 録 レ ー
ト は 表 示 レ ー ト に 対 応 し 、 記 録 時 間 は 表 示 時 間 に 対 応 す る 。 な お 、 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し
て 入 力 設 定 す る に 際 し て は 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に Ｇ Ｕ Ｉ （ Graphical User Interface） を
表 示 す る こ と に よ り 、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 制 御 が 開 始 さ れ る と 、 設 定 処 理 手 段 ３ ０ に よ り 設 定 さ れ た
動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ （ デ ー タ 記 憶 サ イ ズ 、 記 憶 レ ー ト 、 記 憶 時 間 、 デ ー タ 圧 縮 率 ） が 読 み 出
さ れ る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。 読 み 出 さ れ た 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ に 基 づ い て 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ が 例 え
ば 予 想 フ ァ イ ル サ イ ズ と し て 数 値 化 さ れ る （ Ｓ １ ０ ４ ） 。 こ の 予 想 フ ァ イ ル サ イ ズ は 、 各
動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ を 乗 算 す る こ と に よ り 求 め ら れ る 。 要 す る に 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ を 客 観 的
に 判 断 可 能 に 数 値 化 す れ ば よ い 。 次 い で 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ の 妥 当 性 が 判 断 さ れ る （ Ｓ １ ０
６ ） 。 例 え ば 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ と 動 画 再 生 能 力 Ａ を 比 較 す る こ と に よ り 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ
が 動 画 再 生 能 力 Ａ を 超 過 し て い る と き 、 図 ３ に 示 す よ う な メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る （ Ｓ １
０ ８ ） 。 メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る と 、 操 作 者 は 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 所 定 の 動 画 デ ー タ
因 子 Ｔ を 可 変 す る （ Ｓ １ １ ０ ） 。 例 え ば 、 心 臓 の 動 き に 追 従 し た 動 画 像 を 表 示 さ せ る た め
に 、 記 憶 レ ー ト を 比 較 的 高 く （ 例 え ば 、 ３ ０ フ レ ー ム ／ 秒 ） 維 持 し つ つ 、 記 録 時 間 を 短 く
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し た り デ ー タ 圧 縮 率 を 悪 く し た り す る 。 こ の よ う な Ｓ １ ０ ２ ～ Ｓ １ １ ０ の 処 理 が 繰 り 返 さ
れ る こ と に よ り 、 Ｓ １ ０ ６ の 処 理 で 推 定 処 理 負 荷 Ｂ が 動 画 再 生 能 力 Ａ よ り も 小 さ い と 判 定
さ れ る こ と に な る 。 そ の よ う に 判 定 さ れ た と き 、 画 像 メ モ リ １ ６ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 が 、
そ の と き の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ に 従 っ て 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 操 作 パ ネ ル ３ ６ か ら 動 画 再 生 指 令 が 入 力 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ ８ を 専 有 す る 他 の タ ス ク に
優 先 さ せ て 動 画 再 生 処 理 が 実 行 さ れ る 。 動 画 再 生 処 理 が 実 行 さ れ る と 、 動 画 処 理 部 １ ８ に
よ り 、 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 が 撮 像 時 間 を 昇 順 に し て 順 に 読 み 出 さ れ る 。
読 み 出 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ 群 は 、 デ ー タ 転 送 バ ス ２ ０ を 介 し て ビ デ オ メ モ リ ２ ４ に 一 時
的 に 記 憶 さ れ た 後 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に 動 画 像 と し て 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 動 画 再 生 処 理 が 実 行 さ れ て か ら の 経 過 時 間 を 計 時 し 、 計 時 さ れ た 時 間 が 動 画 デ ー
タ 因 子 Ｔ の 記 録 時 間 に 達 し た と き 、 最 終 フ レ ー ム の 超 音 波 像 デ ー タ が 表 示 さ れ た と し て 動
画 再 生 処 理 を 終 了 す る 。 な お 、 最 終 フ レ ー ム に 相 当 す る 時 間 を 計 時 す る こ と に 代 え て 、 最
終 フ レ ー ム に マ ー カ （ 例 え ば 、 フ レ ー ム 番 号 ） を 付 与 す る こ と に よ り 、 そ の マ ー カ を 検 出
し た 時 に 動 画 再 生 処 理 を 終 了 さ せ る こ と も で き る 。 再 生 中 の 超 音 波 像 デ ー タ の フ レ ー ム 番
号 は 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ の 記 憶 レ ー ト と 再 生 開 始 か ら の 経 過 時 間 を 乗 算 す る こ と に よ り 求
め れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 に 、 動 画 再 生 能 力 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 使 用 率 、 デ ー タ 転 送 バ ス 容 量 、 記 憶 部 の 読 出 し 速 度
な ど の 装 置 の 処 理 能 力 に よ り 制 限 さ れ る 。 そ の 動 画 再 生 能 力 を 超 え て 動 画 像 を 表 示 さ せ よ
う と す る と ド ロ ッ プ フ レ ー ム が 生 じ る 。 こ の 点 、 本 実 施 形 態 で は 、 装 置 の 動 画 再 生 能 力 Ａ
が 動 画 デ ー タ 因 子 Ｓ に 関 連 付 け て 予 め 計 測 さ れ る 。 そ し て 、 計 測 さ れ た 動 画 再 生 能 力 Ａ よ
り も 推 定 処 理 負 荷 Ｂ が 小 さ く な る よ う に 、 画 像 メ モ リ １ ６ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 読 み 出 し
て 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ に 記 録 す る に 際 し て 、 そ の 画 像 デ ー タ 群 の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ が 可 変 さ
れ る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 像 デ ー タ 群 の 動 画 再 生 の 推 定 処 理 負 荷 Ｂ
は 、 動 画 再 生 能 力 Ａ を 超 え な い よ う に 制 限 さ れ る こ と に な る か ら 、 動 画 再 生 中 の ド ロ ッ プ
フ レ ー ム の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 再 生 さ れ る 動 画 は 、 例 え ば 心 臓 の 動
き に 安 定 か つ ス ム ー ス に 追 従 し た も の と な り 、 動 画 像 の 視 認 性 が 損 な わ れ る の を 防 止 で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 Ｓ １ １ ０ の 処 理 で は 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に 表 示 さ れ た 超 音 波 像 デ ー タ に 関 心 領 域
を 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 指 定 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 記 憶 サ イ ズ を 小 さ く し て も よ い 。
こ れ に よ り 、 画 像 メ モ リ １ ６ の 超 音 波 像 デ ー タ は 、 関 心 領 域 に 対 応 す る デ ー タ に 限 定 さ れ
て 動 画 記 憶 手 段 ９ ２ に 記 憶 さ れ る こ と に な る か ら 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ を 小 さ く す る こ と が で
き る 。 ま た 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ を 小 さ く 可 変 す る 例 を 説 明 し た が 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ が 動 画
再 生 能 力 Ａ よ り も 小 さ い と き は 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ を 大 き く し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 例
え ば 心 臓 の 動 き に よ り 追 従 し た 視 認 性 の よ い 動 画 像 を 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ） 　 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。 本 実 施 形 態 が 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 Ｓ １ １ ０ の 処 理 で 操 作 者 が 任 意 の 動 画
デ ー タ 因 子 Ｔ を 可 変 す る こ と に 代 え て 、 予 め 設 定 さ れ た 優 先 順 位 が 低 い 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ
か ら 順 に 可 変 す る こ と に あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 説 明
を 省 略 し 、 相 違 点 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 動 き を 伴 う 部 位 （ 例 え ば 、 心 臓 や 血 管 な ど の 循 環 器 系 ） を 撮 像 す る と き は 、 記
憶 レ ー ト の 優 先 順 位 を 最 も 高 く 設 定 す る と 共 に 、 他 の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ （ 例 え ば 、 デ ー タ
圧 縮 率 や 記 録 時 間 ） の 優 先 順 位 を 適 宜 低 く 設 定 す る 。 一 方 、 動 き を ほ と ん ど 伴 わ な い 部 位
（ 例 え ば 、 腹 部 に 生 じ た 肝 臓 癌 ） を 撮 像 す る と き は 、 デ ー タ 圧 縮 率 の 優 先 順 位 を 最 も 高 く
設 定 す る と 共 に 、 他 の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ の 優 先 順 位 を 適 宜 低 く 設 定 す る 。 な お 、 優 先 順 位
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は 、 操 作 者 に よ り 操 作 パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 設 定 さ れ る 。 要 す る に 、 撮 像 部 位 の 特 性 に 応 じ
て 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ に 優 先 順 位 を 付 与 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 設 定 さ れ た 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ の 優 先 順 位 は 、 Ｓ １ ０ ８ の 処 理 に よ り 図 ３ の メ
ッ セ ー ジ と 共 に 表 示 さ れ る 。 表 示 さ れ た 優 先 順 位 を 参 照 す る こ と に よ り 、 操 作 者 は 、 操 作
パ ネ ル ３ ６ を 介 し て 優 先 順 位 が 低 く 設 定 さ れ た 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ か ら 順 に 小 さ く す る 。 ま
た 、 操 作 者 が 手 段 で 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ を 可 変 す る こ と に 代 え て 、 優 先 順 位 が 低 い 順 に 動 画
デ ー タ 因 子 Ｔ を 設 定 範 囲 で 自 動 的 に 小 さ く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 効 果 に 加 え て 、 動 き を 伴 う 部 位 を 撮 像 す る と き
、 そ の 動 き に 追 従 し た 動 画 像 を 表 示 で き る 。 ま た 、 動 き を 伴 わ な い 部 位 を 撮 像 す る と き は
、 表 示 画 像 に ボ ケ な ど が 生 じ る こ と を 抑 制 で き 、 撮 像 部 位 の 微 細 構 造 を 視 認 す る こ と が 容
易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ） 　 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明
す る 。 本 実 施 形 態 が 第 ２ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ の 優 先 順 位 を 操 作 パ
ネ ル ３ ６ を 介 し て 設 定 す る こ と に 代 え て 、 優 先 順 位 を 自 動 的 に 設 定 す る こ と に あ る 。 し た
が っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 し 、 相 違 点 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 、 動 画 処 理 部 １ ８ に 、 撮 像 部 位 が 動 き を 伴 う 部 位 か 否 か に つ い て 判 定 す る 撮 像 部
位 判 定 手 段 を 備 え る 。 ま ず 、 撮 像 部 位 判 定 手 段 に よ り 画 像 メ モ リ １ ６ か ら 各 超 音 波 像 デ ー
タ が 読 み 出 さ れ る 。 読 み 出 さ れ た 各 超 音 波 像 デ ー タ の 輝 度 の 相 関 値 が 求 め ら れ る 。 求 め ら
れ た 相 関 値 が 一 定 時 間 を 越 え て 閾 値 を 越 え て い る と き 、 撮 像 部 位 は 動 き を 伴 う 部 位 で あ る
と 判 定 さ れ る 。 ま た 、 相 関 値 が 閾 値 よ り も 小 さ い と き 、 撮 像 部 位 は 動 き を ほ と ん ど 伴 わ な
い 部 位 で あ る と 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 撮 像 部 位 が 動 き を 伴 う 部 位 で あ る と 判 定 さ れ た と き は 、 例 え ば 記 憶 レ ー ト の 優 先 順 位 が
最 も 高 く 設 定 さ れ る と 共 に 、 他 の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ （ 例 え ば 、 デ ー タ 圧 縮 率 や 記 録 時 間 ）
の 優 先 順 位 が 予 め 決 め ら れ た 順 に 低 く 設 定 さ れ る 。 ま た 、 撮 像 部 位 が 動 き を ほ と ん ど 伴 わ
な い 部 位 で あ る と 判 定 さ れ た と き は 、 例 え ば デ ー タ 圧 縮 率 の 優 先 順 位 が 最 も 高 く 設 定 さ れ
る と 共 に 、 他 の 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ の 優 先 順 位 が 予 め 決 め ら れ た 順 に 低 く 設 定 さ れ る 。 要 す
る に 、 撮 像 部 位 の 特 性 に 応 じ て 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ に 自 動 的 に 優 先 順 位 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 な 処 理 を す る に 際 し て 、 推 定 処 理 負 荷 Ｂ が 動 画 再 生 能 力
Ａ を 超 過 し て い る と き 、 優 先 順 位 が 低 い 順 に 動 画 デ ー タ 因 子 Ｔ が 自 動 的 に 設 定 範 囲 で 小 さ
く さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 効 果 に 加 え て 、 装 置 の 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 撮 像 部 位 の 特 性 を 判 定 す る の に 超 音 波 像 デ ー タ の 輝 度 相 関 を 用
い た が 、 送 受 信 部 １ ２ か ら 時 間 的 に ず れ て 出 力 さ れ る 反 射 エ コ ー 信 号 の 強 度 相 関 や 波 形 相
関 な ど を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 撮 像 部 位 判 定 手 段 に つ い て は 、 動 画 処 理 部 １ ８ に 配
置 す る こ と に 限 ら ず 、 任 意 の 位 置 に 配 置 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 、 第 １ 乃 至 第 ３ の 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で
は な い 。 例 え ば 、 撮 像 処 理 系 と し て 超 音 波 撮 像 の ほ か 、 磁 気 共 鳴 撮 像 や Ｘ 線 Ｃ Ｔ 撮 像 に よ
り 取 得 さ れ た 診 断 画 像 デ ー タ 群 を 動 画 像 と し て 表 示 さ せ る 場 合 に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と
が で き る 。 要 す る に 、 取 得 さ れ た 診 断 画 像 デ ー タ 群 を 動 画 再 生 用 と し て 記 憶 す る 際 に 、 そ
の 診 断 画 像 デ ー タ 群 の 動 画 再 生 の 処 理 負 荷 を 制 限 で き れ ば 、 い ず れ の 形 態 の も の に も 適 用
す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 画 像 メ モ リ １ ６ の 超 音 波 像 デ ー タ 群 を 動 画 記 憶 手 段 ３ ２ に 記 憶 す る に 際 し て 、 予
め 計 測 し た 心 電 情 報 （ 例 え ば 、 心 電 波 形 や 心 時 相 デ ー タ ） を 関 連 付 け て 記 憶 さ せ て も よ い
。 こ れ に よ り 、 例 え ば 心 臓 の 拡 張 末 期 か ら 次 の 拡 張 末 期 ま で の 間 の 超 音 波 像 デ ー タ 群 に 制
限 し て 動 画 像 を 再 生 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ の 性 能 （ 例 え ば 、 記 憶 部 の 読 出 し 速 度 や 、 デ ー タ 転 送 バ ス 容 量 、 Ｃ
Ｐ Ｕ の 処 理 能 力 が 向 上 ） が 向 上 し た と き で も 、 例 え ば 動 き を 伴 う 部 位 を 撮 像 す る 場 合 に お
い て は 、 撮 像 部 位 の 動 き に 一 層 追 従 し た 動 画 像 が 望 ま れ る こ と か ら 、 本 発 明 を 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 一 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 動 画 処 理 部 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｓ １ ０ ８ の 処 理 で 表 示 さ れ る メ ッ セ ー ジ の 表 示 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ ０ 　 探 触 子
　 １ ２ 　 送 受 信 部
　 １ ４ 　 画 像 処 理 部
　 １ ６ 　 画 像 メ モ リ
　 １ ８ 　 動 画 処 理 部
　 ２ ２ 　 表 示 部
　 ２ ４ 　 ビ デ オ メ モ リ
　 ２ ６ 　 デ ィ ス プ レ イ
　 ３ ２ 　 動 画 記 憶 手 段
　 ３ ４ 　 記 憶 制 御 手 段
　 ３ ０ 　 設 定 処 理 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：实现一种能够防止运动图像的可视性受到损害的超声诊
断设备。 超声波诊断装置包括将驱动信号输出到探头10并接收从探头10
输出的反射回波信号的发送/接收单元12，图像处理单元14和图像存储器
16。 并且，运动图像处理单元18用于将存储在图像存储器16中的超声图
像数据组再现为运动图像，并且运动图像处理单元18是用于设定控制运
动图像再现能力的运动图像数据因子的设置处理单元30。 基于由设置处
理装置30设置的运动图像数据因子，改变从图像处理单元14或图像存储
器16输出的超声图像数据组的运动图像数据因子，以将超声图像数据组
存储在运动图像存储器件32中。 以及存储控制装置（34），用于存储来
自运动图像存储装置（32）的超声图像数据组并将其显示在显示单元
（22）上。 [选型图]图1
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